
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さいぼら通信 
平成 26 年 3月 25日発行 

浦安市社会福祉協議会 
浦安市災害ボランティアセンター 
〒279-0042 浦安市東野 1-7-1  
☎047-355-5520 fax 047-355-5277   
E-mail u-saigaivc@jcom.home.ne.jp 

創刊号   

第 1回 災害ボランティア入門講座を開催 ～３０名のみなさんが講座を修了しました～ 

平成 26年 2月 2 日（日）、総合福祉センター 
会議室において、災害ボランティアの基礎などを 
学ぶ入門講座を開催しました。東日本大震災で液 
状化被害の大きかった本市中町・新町地区の方の 
参加が比較的多く、災害に対する意識の高さを垣 
間見ることができました。３０名が講座を修了し、 
修了後には、本協議会の災害ボランティア登録も 
併せて行っていただきました。 
 

～創刊号の発行にあたり～ 

浦安市社会福祉協議会は、市と協力のもとに平成 25 年 10 月１日に常設型の災害ボランティアセンタ
ーを立ち上げ、平常時から災害時に備えた取り組みを進めることになりました。 
市民の皆さんから、災害ボランティアセンターって何をするところ？ 常設型になると何がどう変わる

の？ というご質問をいただく機会が多いのですが、まさに市民の皆様に、“災害ボランティア”が認知
され始めた表れではないかと思うと同時に、常設型とした目的を達成するために、地に足を付けてしっ
かりと事業に取り組んでいなければならないという思いを強く感じています。 
東日本大震災の際に災害ボランティアセンターを運営したときの教訓と、過去に幾度となく大きな災

害を経験してきた浦安市だからこそ日頃から有事に備えた取り組みが必要であるとの思いを込め、他の
事例を研究・検討し、市と協議を重ね、このたびの常設化に至ったところです。 
常設型センターでは、今後、災害ボランティア事業の普及・啓発、情報の収集・発信、災害ボランテ

ィアや同コーディネーターの養成、ボランティアバスの運行、さらには地域や関係機関・団体・企業等
との連携強化など、災害時に備え、さまざまな事業を実施してまいります。 
市民の皆様には、今後とも、温かいご支援とご協力をいただきますようお願い申し上げます。      

浦安市社会福祉協議会長  宇田川 精一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１０月１日（火）、常設型災害ボランティアセンターが社会福祉協議会内に設置されました。 

当日は、開設式典と武蔵野大学の藤森教授による講話を実施しました。 

常設型災害ボランティアセンターを設置したきっかけは東日本大震災ですが、浦安の歴史をひも解いてみる

と台風などによる水害や火災など数々の災害に見舞われた土地であることがわかりました。こうした歴史背

景や減災・防災の観点、災害ボランティアセンター自体のＰＲ強化から常設型として設置することになりま

した。 

この日をきっかけに災害ボランティア事業を加速し始めました。 

うらやす災害ボランティアセンター情報誌  

災害時体制移行訓練を行いました 

  平成 26年 3月 9 日の日曜日、青天とはいえ、やや肌寒い日とな 
りましたが、関係団体等のご協力をいただいて、災害ボランティアセ 
ンター災害時体制移行訓練を行いました。 
今回の訓練は、本協議会事務所のある総合福祉センター以外の場所 

に、災害時体制下の災害ボランティアセンターを設置する場合を想定 
し、富岡小学校を主会場として、設営から運営までの訓練を行いまし 
た。この訓練での成果や課題を、今後のセンター運営に生かしていき 
ます。 

  ご協力いただいた団体・個人等は、浦安市災害ボランティアネッﾄ 
ワーク、社会福祉協議会南 1 支部・南 2支部、浦安青年会議所、明 
海大学、災害ボランティア入門講座修了者（有志）、その他県社協、 
近隣市社協の職員の皆さんです。ご協力ありがとうございました。 

 
 
 

 

 

NEWS & TOPICS  ～毎号、災害ボランティアに関するニュースや出来事をお知らせします～ 

 

 

真剣に講義を受ける受講生 赤十字奉仕団による救命救急指導 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県で初めて！！ 常設型災害ボランティアセンターの設置 

福島県いわき市に向け、復興支援バスを運行  

平成 25年 11月 9 日(土)～10日(日)の２日間、福島県いわき市 

に、被災地の側面的支援活動を目的に復興支援バスを運行しました。 

東日本大震災で被災した各地で、多くのボランティアによる復旧 

や復興支援活動が展開されていますが、当協議会に寄せられるご意 

見のなかに、“現地での復旧活動は体力的にちょっと難しい、義援金  

も一つの方法だけど、他に何か支援できる方法があったら良いのに…”  

というご意見が届いていました。本協議会職員が東北地方の被災地 

をご訪問した際に、地元の方々から、“被災地に足を運んでほしい、 

それだけでも地域の活性化に繋がるし、復興への助けになるんです” 

といったお話も聞いていました。 

復興支援バスには、市民をはじめ東日本大震災発生当時に被災地で 

ボランティア活動をされた経験のある方など 20名が参加され、 

震災当時、災害支援ボランティアセンターを運営された、いわき市社 

会福祉協議会にご協力いただき、ボランティアセンターの職員の方か 

ら、当時の被災地の様子などについてご説明を受け、被災現場の案内 

していただき、津波被害の怖さとともに、復興への 

道のりの険しさを実感させられました。この視察の 

後に、被災から復旧した観光施設巡りと名産品の購 

入などを行いました。参加された方からは、“こう 

した支援の仕方であれば参加することができる”、 

“参加して良かった”など嬉しい感想をいただけま 

した。参加者の皆さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１０月１日(火)、常設型災害ボランティア 

センターを社会福祉協議会内に設置しました。 

当日は、開設式典と武蔵野大学の藤森和美教授による 

記念講演「災害と心のケア～発生直後から中長期的支援 

について」も併せて行い、たくさんの皆さんに参加して 

いただきました。今後は、地域や関係機関・団体・企業 

等との連携強化を進めるとともに、災害ボランティア事 

業の普及・啓発活動、情報の収集・発信活動、災害ボラ 

ンティア関連の講座の開催など、災害時に備えた事業を 

平常時から随時行っていきます。 

災害ボランティア登録を受付中！！ 
 

浦安市災害ボランティアセンターでは、災害などが起こったときに、被災地の復旧活動等に

ご協力いただける災害ボランティアの登録を随時受け付けています。専門性などは問いません。

どなたでもご登録いただけます。登録していただける方は、災害ボランティアセンターに直接

お越しいただくか、電話などでお問い合わせください。 

みんなの力で、浦安を“災害に強いまち”にしましょう。ご連絡をお待ちしています。 

 

 

いわき市社協のある社会福祉センター玄関前で 

被災現場での説明に、真剣に耳を傾ける 
参加者のみなさん 

  

「アクアマリンふくしま」を見学 「いわき・ら・ら・ミュウ」にて 

 

記念式典には、松崎市長にもご参列
いただきました。 
 
 

藤森先生の講演の様子 

・ ・ ・ 

 

カラー版は浦安市社会福祉協議会ホームページで閲覧できます。 
 


